
 
 
 

 

 

 

 

（１）学校の概要(沿革、環境、施設等) 

柴田農林高等学校川崎校は、宮城県南西部

の川崎町にある全日制普通科の高校です。昭

和２３年定時制課程昼間農業科として開校し、

その後昭和３９年に全日制課程普通科に学科

改編を行い現在に至っています。 

平成９年に現在の校舎が完成しました。校

舎には、普通教室の他、図書室、理科室、コ

ンピュータ室、家庭科室、美術室等の特別教

室と、生徒の憩いの場であるコモンホール等

が設置され、吹き抜けと採光を随所に取り入

れた明るいつくりになっています。コモンホ

ールは集会や講演会にも利用することができ

ます。平成２０年度には多目的棟（トレーニ

ングルーム）が完成し、運動部の筋力トレー

ニングに盛んに利用されています。 

また、令和２年度には屋内運動場が完成し、

部活動や体育をはじめ様々な活動に利用され

ています。 

① 生徒一人一人に寄り添い地域の産業界

で活躍できる担い手育成の推進 

② グローバル社会に対応できる国際的視

野を持ち持続可能な社会作りに寄与で

きる人材育成の推進 

③ 豊かな心、心身共に健康な身体を持ち、

人を敬うことのできる調和のとれた人

材育成の推進 

④ 教職員の共通意識を図ると共に、和をも

って明るく活気のある職場作りの推進 

⑤ 保護者・地域から信頼され、愛される学

校づくりの推進 

 

（３）教育課程の特色 

一人ひとりの「学びたい」という思いを大

切にしながら、多彩な選択科目をとりいれ、

多様な進路希望に対応できるようにしていま

す。 

「国語」「数学」「英語」の３教科では１ク

ラスを２分割し、習熟度別・少人数授業を行

います。２・３年次では、進学から就職、基

本から応用、さらに実技までたくさんの科目

の中から、進路や興味関心をふまえた選択が

できるようになりました。特に、大学進学希

望者にとっては、これまで以上に必要科目の

学習が可能となりました。また、全校生徒が

リクルート社の「スタディサプリ」を利用す

ることができるようになりました。主に、週

末課題で活用していますが、自主学習として

取り組めるので、自分の進路目標に合わせた

学習補助、学び直しに役立っています。 

令和４年度から総合的な探究の時間では、

地域探究学習として「カワサキクエスト」と

いう活動を始めました。地域の職業人とコラ

ボレーションして、川崎町の豊かな自然や資

源、特産品、素敵な人物を紹介し町を盛り上

げる学習をスタートしています。令和５年度

は高校生が YouTuber となって撮影した動画

を編集しアップすることで川崎町の魅力発信

をしたり、川崎町の特産品である「そば」を

題材にした新たなメニューの開発や宣伝、営

業の活動を行いました。 

 

【カワサキクエストHP】 

 

 

 

（４）行事・生徒会活動・部活動 

【学校行事・生徒会活動】 

生徒会と行事運営員会を中心に各種行事

を自主的に企画運営しています。夏に行わ

れるレクリエーション大会では、運動会の

種目と屋内での球技大会、今話題のeスポ

ーツなど生徒自身が種目を考え実施してい

ます。秋に行われる文化祭（川高祭）では、

先輩の代から代々受け継がれるよさこいと

太鼓を１～３年生が縦割り活動で練習し発

表しています。また、模擬店や各種発表の

場も数多く用意されており、生徒たち全員

が活躍できる行事となっています。 

冬には川崎町のセントメリースキー場で

スキー・スノーボード教室が開かれます。

初めての生徒でも、１日練習するとリフト

に乗って滑ることができるようになってい

ます。 

 

【部活動】 

 川崎校の部活動は全入制となっています。

陸上競技部、男子バスケットボール部、男

女ソフトテニス部、卓球部、ボランティア

部、総合文化部の６つから選び、日々の活

動を精力的に行っています。 

 

（５）卒業生の進路状況 

進路一覧(過去３年間、進学者・就職者数) 

進  路 R5 R4 R3 

大 学 1 1 2 

短期大学 0 0 0 

専各学校 3 2 7 

就職（県内） 16 12 11 

就職（県外） 0 0 0 

その他 0 1 2 

卒業生計 20 16 22 

主な進路先（令和６年３月卒業生） 

 

＜大学＞ 

東北学院大学 

 

＜専修各種学校＞ 

仙台技術専門校 

仙台保健福祉専門学校 

仙台大原簿記情報公務員専門学校 

 

＜就職＞ 

陸上自衛隊、株式会社日本アレフ、 

プラスエンジニアリング株式会社、 

株式会社シベール、川崎町森林組合、 

株式会社松浦組、セコム株式会社、 

ネッツトヨタ仙台株式会社、 

株式会社仙台にしむら、 

医療法人社団 眞友会 

柴田農林高等学校川崎校 

校訓 質実剛健 自律調和 

＊令和７年度より大河原産業高校川崎校に校名変更します。 

（２）教育方針 

１ 基本データ 

 創立：昭和２３年 

課程・学科：全日制課程・普通科 

生徒数：５２名 

所在地：〒989-1501 

柴田郡川崎町前川字北原25 

ＴＥＬ：0224-84-2049 

ＦＡＸ：0224-84-2087 

 

ホームページアドレス： 

http:// kawasa-h.myswan.ed.jp/ 

電子メールアドレス： 

kawasa-h＠od.myswan.ed.jp 

主な交通機関： 

ミヤコーバス 川崎ゆき JR東北本線仙台駅・大河原駅から乗

車，高校前下車（バスで約１時間） 

スクールバス 北赤石～川崎校 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

小さな学校だからできることがあります 

小さな学校にしかできないことがあります 

 

柴田農林高等学校川崎校は今年創立７６

年目を迎えた伝統ある全日制普通科高校で

す。定員１２０名の小さな学校ですが，規

模の小ささとフットワークの良さを活か

し，地域と密接した『川崎校にしかできな

い教育』を実践しています。 
 

キャッチフレーズ 

２ 学校の特色 



 

  

（１）本校生徒の活躍 

陸上競技部  

北海道インターハイ 

鹿児島国体出場！！ 
本校陸上競技部２名が令和５年８月に開催された北海道インターハイ

陸上競技男子５０００ｍ競歩に川崎校として２年連続の全国大会出場を

果たしました。また、１０月に行われた鹿児島国体に宮城県代表として

参加しました。 

 

 

吉田 聖奈くん（川崎中出身）のコメント 

 

私は、中学校はサッカー部でした。川崎校に入学し部活動で何か結果を

残したいと考え、陸上競技部を選びました。顧問の先生に勧められて競

歩競技を選択しました。日々の練習は厳しいですが、競技会に出る度に

記録を更新し、だんだん楽しくなりました。昨年度は全国大会に出場す

ることができ、中学の時の自分からは想像できないほど充実した部活動

ライフを過ごしています。小さな学校だからこそ先生方も細やかな指導

をしてくれますので、川崎校を選んで本当に良かったと思っています。 

 

 

  

 

文化祭（川高祭） 

 

毎年１０月に行われる行事で二日間にわたって開催されます。１日目

は町内を仮装行列で宣伝し、２日目には一般公開となります。一般公開

では、よさこい・太鼓・校内装飾の３つのグループに分かれて縦割り活

動で先輩方から伝統を引き継いで作り上げます。他にも、各学年の発表

やボランティア部の川崎特産そば粉を使ったガレット販売など魅力的な

企画がたくさんあります。昨年度は３年ぶりの一般公開となりましたが、

これまでに無いほどの来場者があり、大いに盛り上がりました。 

レクリエーション大会 

毎年夏に開催される行事です。

二日間にわたって運動会種目や

球技の種目を自分たちで考えて

企画実施しています。近年は体

育館ステージに大きく投影して

行うeスポーツが大変人気で、

各学年のゲーマー達がしのぎを削

っています。この行事のために、

各クラスはTシャツを製作し、ク

ラスの団結を高めて臨みます。教

員チームも参加し、生徒・教員が

大いに楽しむ二日間となります。 

 

 

 

川崎校の制服は女子がセーラースタイル、男子が詰め襟スタイルとな

っています。紺色を基調として清楚で上品なデザインとなっています。

襟元には川崎のKの文字をかたどったスワロフスキーがあしらわれ、各

学年ごとにカラーの違う宝石が埋め込まれています。 

 

（４）施設紹介 

自然豊かな場所に位置する川崎校。小さな学校で、３分以内にどの教

室にも行けます。開放的なコモンホールでは休み時間に談笑する生徒の

姿が見られます。学校の周りには様々な種類の木が植えてあり緑豊かな

学校です。時折、リスの姿も見ることができます。 

 

 

 

（２）学校行事紹介 

（３）川崎校制服紹介 

（５）在校生からのメッセージ 

生徒会長 大沼 未来さん（川崎中出身）のコメント 

 

 私たちの学校は、とても小さな学校ですが、小さな学校だからこそで

きることがあります。一人一人が主役で、たくさんの場面で活躍するこ

とができます。その他にも、他の学年や先生方との距離が近いため、部

活動や学校行事、縦割りの活動などで仲良く楽しく学校生活を送ってい

ます。先生方は、私たちに分からないことがあっても、親身になって教

えてくださいます。皆さんも、私たち一緒に学校生活を川崎校で楽しん

でみませんか。 

 

３ 学校魅力発信 


